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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２３年１２月２６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ四国連合 第２９回定期大会 

 
12 月 15 日、ＪＲ四国グループ労働組合連合会

（ＪＲ四国連合）はホテルアネシス瀬戸大橋で第

29回定期大会を開催し、「ＪＲ連合への総結集と労

使の信頼関係構築に全力をあげ、安全・安心で将来

に希望が持てるＪＲグループを創造しよう！」を

スローガンに、新年度の活動方針を決定した。 

冒頭、挨拶に立った大谷清会長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ四国労組

執行委員長）は、①安全の取り組み、②組織強化・連帯活動の充実、

③労働環境改善、２０２４春季生活闘争も含めたグループ全体の労働

条件向上に向けた取り組み、の大きく３点にわたり所信を述べた。②

では、４月に結成された「ＪＲ四国ステーション開発労働組合」がさ

らなる会社再編によりＪＲ徳島駅ビルユニオン（９月に解散）と統合

され活動していることも紹介しつつ、四国連合としてグループの将来

を見据え、「人作り・人材育成」を進めていく決意を述べた。２０２４

春闘については、近年の離職増加と採用難に触れ、「人件費はコスト

ではなく成長投資であること」や「物価上昇も考慮した積極的な賃上

げの必要性」を強く訴え、2024年問題等への対応も含めてグループで

連携・情報共有を図りながら対応していく旨を述べた。 

来賓としてはＪＲ連合から政所大祐事

務局長が、ＪＲ四国グループの代表として

ＪＲ四国の髙畠雅彦取締役総務部長が出席

し挨拶を行った。政所事務局長からは２０

２４春闘を取り巻く情勢やＪＲ連合の基本

的な考え方、要求の方向性等を提起した。 

議事では、執行部から提起された議案に対して代議員から、①人財確保の取り組み、グル

ープ全体での福利厚生等を構築する必要性、②離職防止の取り組み、③２０２４春闘におけ

るベア要求と働き方改革の必要性、⑤会

社統合時における労働条件の維持・向上

等について質疑があり、執行部答弁後、

全議案が満場一致で採択・承認された。

その後、新役員体制が承認され、大谷会

長の「団結がんばろう」で締めくくった。 
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